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令和６年２月９日 

国土交通省関東地方整備局 

長野国道事務所 

 

工事発注手続きについて 

～「Ｒ５国道１９号長野市信州新町日原西歩道工事」の発注手続きを行います～ 
 

長野国道事務所が発注する「Ｒ５国道１９号長野市信州新町日原西歩道工事」において、不

調･不落対策等を試行、採用します。 

 

 工事発注において予定価格超過や入札参加者がいないことなどを理由として、入札のとりや

めや不調が予想される工事について、不調･不落対策等を試行、採用しています。 

今回発注する「Ｒ５国道１９号長野市信州新町日原西歩道工事」については、以下のとおり

不調･不落対策等を試行、採用します。 

 

【不調･不落対策等】 

１ 公募型指名競争入札方式（総合評価落札方式） 企業実績評価型 

２ 競争参加資格の緩和 

３ 難工事指定 

４ 余裕期間制度（フレックス方式）  

 

※詳細は次頁をご覧下さい。 

＜発表記者クラブ＞ 

竹芝記者クラブ 神奈川建設記者会 飯田市役所記者クラブ 塩尻桔梗ヶ原記者クラブ 

長野県庁会見場･長野市政記者クラブ･長野市政記者会 

＜問い合わせ先＞ 

関東地方整備局 長野国道事務所 

電話:０２６－２６４－７００１（代表） メールアドレス:ktr-nagano-koho@gxb.mlit.go.jp 

副所長    西東 俊郎 （さいとう としろう）  （内線:２０５） 

保全対策官  寺島 憲一郎（てらしま けんいちろう）（内線:４０６） 
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《工事概要》 

（１）工 事 名：Ｒ５国道１９号長野市信州新町日原西歩道工事 

（２）工事場所：長野県
な が の け ん

長野市
な が の し

信州新町
しんしゅうしんまち

日原
ひ は ら

西
にし

地先 

（３）工 期：：全体工期 契約締結の翌日から令和６年１２月２７日まで 

（４）入札方式：公募型指名競争入札方式 （総合評価落札方式）企業実績評価型 

（５）工事種別：一般土木 Ｃ等級又は B 等級 

（６）工事内容（概要）：掘削工            約３１０㎥ 

路体盛土工           約 ５０㎥ 

車道舗装工          約１００㎡ 

歩道舗装工          約２８０㎡ 

乗入舗装工          約１１０㎡ 

切削オーバーレイ工      約４９５㎡ 

排水構造物工         約１３６m 

管渠工            約 ２０ｍ 

集水桝工             １３箇所 

擁壁工            約 ７８m 

縁石工            約１３７m 

防護柵工           約 ４５m 

区画線工           約５４２m 

構造物撤去工            １式 

■工事概要図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《不調･不落対策等》 

 

 １．公募型指名競争入札方式（総合評価落札方式）企業実績評価型 

競争参加者が少数と見込まれ、技術難易度が比較的低い工事について、試行するもの

です。 
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    特徴は次のとおりです。なお、公共工事の実績のない企業でも参加しやすい方式とな

っています。 

    １）競争参加時に配置予定技術者の申請は不要です。 

     （参加要件として配置予定技術者の工事経験の設定はありません。） 

    ２）総合評価における加算点の評価対象は、企業における防災に係る取組姿勢、同種

工事の施工実績、本発注工事に対応する工事種別の手持ち工事量及び賃上げの実

施を加算点としています。 

    ３）過去の工事成績や表彰実績、配置予定技術者の技術力は評価対象としません。 

 

 ２．競争参加資格の緩和 

  １）地域要件の拡大 

    工事場所等の地理的条件を勘案し、競争参加資格の地域要件を「長野県内」に建設業法

に基づく本店、⽀店又は営業所を有する企業から「関東地方整備局管内」に建設業法に基

づく本店、⽀店又は営業所を有する企業に拡大します。 

２）対象等級の拡大 

競争参加社数が少数と見込まれることから、対象等級をＣ等級からＣ等級又はＢ等級

に拡大します。 

３）企業に求める施工実績の緩和 

企業に求める施工実績を「擁壁工」に限定せず、「コンクリート構造物工」として緩和

をします。 

 

３．難工事指定 

本工事は、国道１９号において、昼間の作業となり、片側交互通行規制を行いながら車道

舗装等を施工することから、厳しい安全管理が必要であるため、「難工事」の指定を実施し

ます。 

「難工事」指定された工事は、完成時に７０点以上の工事成績評定を通知された場合、今

後発注される「難工事施工実績評価対象工事（試行）」の総合評価の評価項目において加点

対象となります。なお、主任（監理）技術者または現場代理人として従事した経験につい

て、審査基準日の月以前の４年間が評価対象となります。 

 

４．余裕期間制度（フレックス方式） 

本工事は、受注者の円滑な工事施工体制の確保を図るため、事前に建設資材、労働者確保

等の準備を行うことができる余裕期間を設定した工事であり、契約時に令和６年１２月２７

日までの間で、受注者は工事の始期及び終期を任意に設定することができます。 

   なお、工事の始期までの余裕期間内は、監理技術者等の配置が不要となります。 

 

《スケジュール》  

○入札公告、入札説明書交付        ：令和 ６年 ２月 ９日（金） 

○技術資料等の提出期限         ：令和 ６年 ２月２１日（水） 

○入札書・工事費内訳書の提出期限    ：令和 ６年 ４月１５日（月） 

○開札日                ：令和 ６年 ４月１８日（木）
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式 1 40日間

m3 360 (1pt)

m2 985 (1pt)

m 156 (1pt)

m 78 (1pt)

m 137 (1pt)

m 45 (1pt)

m 542 (1pt)

式 1 (1pt)

式 1 20日間

関係機関協議 警察協議（施工届け）

支障物件の移設 電柱移設済み

年末年始、お盆 ゴールデンウィーク、お盆

路上工事抑制

11月 12月

概略工事工程表

工事名　：　Ｒ５国道１９号長野市信州新町日原西歩道工事

工　　種 単位 数　量
備考

(パーティ(pt)数等）

令和6年度

擁壁工

7月5月4月 6月 8月 9月 10月

《余裕期間制度（フレックス）の活用について》
本工事は、受注者の円滑な工事施行体制の確保を図るため、事前に建築資材、労働者確保等の準備を行うことができる余裕期間を設定した工事であり、発注者があらかじめ設定した全体工期（余裕期間と工期を合わせた期間）の内で、受注者
は工事の始期と終期を任意に設定することができます。
なお、工事の始期までの余裕期間は、監理技術者等の配置が不要となります。

工事着手にあたっての関係機関協議について、施工計画書を基とした協議資料作成は受注者が行い、協議は発注者が主体となって実施します。

後片付け工

制
約
条
件

1件

準備工

道路土工

舗装工

排水構造物工

―

―

縁石工

防護柵工

区画線工

構造物撤去工

―

余裕

期間

※任意で設定

可能


